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技 術 概 要 
 

技術名称 AOS工法 担当部署 AOS事業本部 

NETIS登録番号 CB-170021-A 担当者 薄井 淳 

社名等 リノブリッジ株式会社 電話番号 0120-088-293 

技術の概要 AOS工法（ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法）は、同じアスファルト乳剤系の伸縮材

と防水材を使用することで埋設型伸縮装置設置工と塗膜系床版防水工の工期短縮と品質

の向上を実現し、橋梁に伸縮装置機能と防水機能を保持させる工法です。 

AOS工法では、これまで個別に構成されていた橋面防水と桁端部の防水を一体的な止水

層で構成する止水構造を形成します。 

従来工法と同等水準の品質を保持しながら、15%以上のコスト低減、品質の安定化、工

期短縮等の多数のメリットがあります。 

工法発表からわずか3年の2020年3月31日出荷分までで101橋梁を突破し、2020年8月末日

現在120橋梁で施工済です。 

 

 
 

九州地区では、九州地方整備局宮崎河川国道事務所管内１橋梁をはじめ、福岡県１橋

梁、佐賀県２橋梁、鹿児島県４橋梁の実績があります。 

 

AOS工法で実施している性能照査試験は以下のとおりです。 
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技 術 概 要 

古河産機システムズ株式会社 

技術名称 

 

スパイラル式コンベヤ 

「密閉式吊下げ型コンベヤ ＳＩＣＯＮ」 

NETIS 登録番号 TH-190003-A 

1.はじめに 

 

 

 

 

 

 

2.特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本技術は、ベルトを袋状にして搬送物を密閉し吊下げて搬送することで、

搬送物を安全かつ低騒音に搬送するコンベヤシステムです。搬送物を密閉し

て運ぶため、従来のコンベヤの課題であった落鉱（落石）、発塵、騒音の抑制

が図られるなど、周辺環境に配慮した機能を有しております。さらに、ベル

トを自在に屈曲させて搬送ラインを構成することが可能なため、乗り継ぎを

必要とすることなく障害物を回避し、1本のベルトで連続搬送ができる今ま

でにない新たな技術です。 

 

2.1 低騒音、低振動 

従来のベルトコンベヤ（平ベルト）は搬送物とローラの衝撃で騒音や振

動が発生していたが、本技術は吊下げ式のため搬送物とローラの接触が無

くなり、騒音が抑制される。                     

また、ベルトの損傷も少なく、縦裂きの発生が抑えられる。 

 

2.2 落鉱（落石）を削減 

往路・復路ともに袋状のベルトで搬送するため、落鉱や落石が抑えられ 

 経路の下を汚すこともないので、清掃等のメンテナンス頻度が低くなる。 

密閉構造から発塵・臭いなどの抑制にも効果があるため安全や環境性能を

求める工事に効果を発揮することができる。 

 

2.3 長距離搬送 

従来のベルトコンベヤ（平ベルト）のプーリ駆動方式を、Ｖベルト動力

伝導方式に変えたことで、駆動分散化、駆動部の小型軽量化、ベルト張力

の低減化を実現し、１本のベルトで長距離搬送が可能。 

従来のベルトコンベヤ（平ベルト）は駆動部を両端にしか設置出来ないた

めベルトの強度に限界が生じ、乗り継ぎの無い長距離搬送が困難である。 

 

2.4 搬送角度の拡大 

吊下げる事により搬送物を保持する力が発生し、搬送角度（上昇・下

降）を従来のベルトコンベヤ（平ベルト）で限界とされる±15°を±25°

まで拡大することができる。 

 

2.5 自在な搬送ライン 

従来のベルトコンベヤ（平ベルト）は搬送ラインの方向を変えるときに

は別のコンベヤに乗り継ぐ必要があった。本技術はベルトを幅の狭い楕円

形状の断面にすることで、半径１ｍで曲げることを可能とした。カーブの

自由度から直角・Ｕターンが可能となり、大深度からの上昇・下降の搬送

や縦断勾配に対応する搬送など、自由自在の搬送ラインが設定可能。 

また、乗り継ぎ部分が無いので乗り継ぎ部分で発生していた騒音・発塵

を抑制することができる。 
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問合せ先：プロジェクト部営業課 03 (3212) 6574 

 

 

 

3.建設事業への

貢献度 

 

 

 

 

 

4.技術の適用範

囲 

 

 

 

 

 

 

本技術は、袋状の密閉・吊下げ構造により、安全かつ周辺環境に配慮した

搬送を実現し、従来のコンベヤの課題を克服する新たな技術です。 

乗り継ぎの無い長距離・連続搬送を可能とし、現場においては乗り継ぎ部

が無いことで工程が省略され施工性が向上し、景観が改善されます。   

さらに、搬送角度の向上によって大深度からの搬送技術を変えるものです。 

このことは、ベルトコンベヤ搬送のイメージを一新するとともに、建設業

の課題である安全や環境に大きな貢献をするものと考えております。 

 

・垂直方向または傾斜地での搬送が求められる工事 

ダム工事、トンネル工事、シールド工事、建築工事、一般土木工事、 

港湾荷役機械設備 

・長距離搬送が求められる工事 

ダム工事、トンネル工事、シールド工事、一般土木工事、      

港湾荷役機械設備 

・発塵・騒音抑制など環境性能を求められる工事 

都市部調節池工事、建築工事、一般土木工事 
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技 術 概 要 
 

技 術 名 称 ＰＰＴシステム 担当部署 工法企画部 エンジニアリング課 

NETIS登録番号 SK-170006-A 担 当 者 森澤 哲也 

社 名 等 株式会社 技研製作所 電話番号 080-2991-0458 

技術の概要 1. 技術開発の背景 

  従来の自動運転は、オペレーターが圧入力 ・ トルク ・ 圧入姿勢などを判断し施工し

 ていたため、オペレーターの能力により施工効率にバラツキがみられた。オペレーター

 の熟練度に頼らず、高品質で最適な施工が可能となるフルオートが望まれていた。 

 

 

2. 技術の内容 

ＰＰＴシステムは、圧入施工において効率的な自動運転を行う「ＰＰＴ自動運転」 

 と施工位置の地盤情報を推定する「ＰＰＴＳ地盤情報推定」の 2 つの技術である。 

  ＰＰＴ自動運転は、施工中に得られる圧入力やトルクなどのデータ（圧入管理データ）

 から地盤情報を取得し、圧入機自身が自動制御によって、地盤に応じた最適な設定で

 施工を行う技術である。また、ＰＰＴＳ地盤情報推定は、圧入管理データを解析すること

 で土質や換算Ｎ値などを推定できる。 

 

 

3. 技術の効果 

 ①ＰＰＴ自動運転 

  ・自動制御により最適な施工が可能であるため、熟練オペレーターが不要である 

  ・最適な施工によって、施工時間の短縮が図れる 

  ・施工時間の短縮化により、環境負荷の低減に寄与する 

 ②ＰＰＴＳ地盤情報推定 

  ・既知の地盤調査位置が施工位置と離れているような場合、地盤情報が補間出来る 

  ・複雑な互層地盤や想定外な地盤への対応（設計･工法変更）が容易である 

  ・支持層への到達確認など、杭の根入れ長管理が効率的に行える 

 

 

4. 技術の適用範囲 

  ・杭材 ： 鋼矢板、鋼管杭、鋼管矢板 

  ・地盤 ： 粘性土、砂質土、礫質土、玉石、岩盤 

  ・工法 ： 単独圧入、オーガ併用圧入、回転切削圧入 

  ※ＰＰＴ自動運転は、現時点においてオーガ併用圧入工のみに適用できる 

 

 

5. 活用実績（2020年9月1日）現在 

  ・国の機関     ４件 （九州 １件、九州以外  ３件） 

  ・自治体     １１件 （九州 ０件、九州以外１１件） 

  ・民間       ４件 （九州 ０件、九州以外  ４件） 
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6. PPTシステムイメージ 

 
 

【PPTシステム】 

【施工風景】 

【従来の圧入施工】 

【PPT自動運転実施例】 【SPTとPPTSの地盤情報比較例】 
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技術名称 高耐久防草シート「GUシート」 担当部署
グリーンナップ事業部
西日本営業部 第2営業グループ

NETIS登録番号 KK-200015-A 担当者 浅井 慎也

社名等 株式会社白崎コーポレーション 電話番号 092-473-1452

技術の概要

技 術 概 要　

・概要
①何について何をする技術なのか?
道路路肩等で繁茂する雑草について、20年の耐用年数を持つ防草シートにより雑草が生えてこ
ない状態に保ち続けるための技術。

②従来はどのような技術で対応していたのか?
道路除草工(肩掛式:飛び石防護有り) ・道路除草工(肩掛式:飛び石防護有り)により雑草を刈
り取っていたため、年に2回程度作業が必要であった。

③公共工事のどこに適用できるのか?
・道路路肩や河川堤防などで、雑草の発生が問題となっている場所。

・新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・約20年間耐久性を持つ防草シート

 ②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・イニシャルコストは増加するが、耐久品質向上によりライフサイクルコストの縮減が期待で
きる
・刈払機によるけが等のリスクがないため作業員の安全性向上
・20年相当の促進耐候性試験により耐久性向上による品質向上
・施工に際して熟練を要さず、安全衛生教育が不要となり施工性向上

適用条件
①自然条件 ・強風、強雨、降雪時には施工を行わない
②現場条件 ・法面勾配が1割より緩やかなこと
③技術提供可能地域 ・技術提供地域については制限なし
④関係法令等 ・特になし

適用範囲
①適用可能な範囲
・道路路肩、中央分離帯、施設周りなどで、定期的に除草を行う必要がある場所に適用できる

②特に効果の高い適用範囲
・管理が低頻度となる技術であるため、交通量が激しく、交通規制をかけるのが困難であるな
ど、維持管理(定期的な除草作業)が困難な場所により適している

③適用できない範囲
・勾配1割より急な法面

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
 ・特になし
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技 術 概 要 
 

技術名称 アルカリシリカ反応（ASR）簡易診断装置 担当部署 技術開発本部 

NETIS登録番号 KT-140081-A 担当者 丸山 達也 

社名 株式会社ファースト 電話番号 046-272-8675 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 コンクリートの劣化要因の１つとして、アルカリシリカ反応（ASR）があります。 

このASRの診断において従来は、走査型電子顕微鏡やEPMAによりゲル状の物質の化学組 

成を分析することにより、ゲル状の物質がASRゲルであるか否か確認する手法が用いら 

れており、分析するための試料の作製や観察自体に高度な技術技能や、さらには高額な 

費用が必要でありました。そのため、コンクリートの劣化原因判定のおいては、ASRに 

よる劣化の可能性が高い場合であっても、確実な判定までできない場合が多く、地域に 

よってはASRの調査が進んでおらず、国内におけるASRの全体像が明らかになっていない 

ことが指摘されていました。 

 

２．技術内容 

コンクリート片を採取し、特殊配合試薬を塗布させ、5分間放置後乾燥させます。 

次に暗箱の中にそのコンクリート片を入れ、紫外線照明を当てることにより、ASR反応 

部分が緑色に発光すれば、ASR反応ありと判断できます。 

報告結果として、デジカメで画像として保存することができます。 

上記の方法により、だれでも簡単に・短時間で・診断が実現可能となり、コンクリー 

ト劣化診断において、有効な手法となりました。 

 

３．技術の効果 

 アルカリシリカ反応（ASR）簡易診断装置は、経済性として機器損料と技術者単価が低減 

することができ、診断時間は1個当たり従来60分が新技術では10分に短縮することができま 

す。また、専門知識がなくとも、発光すれば判定できるため施工性が向上しました。 

 

４．技術の適用範囲 

・橋梁、トンネル、建築物のコンクリート構造物に対応可能です 

・判定可能なコンクリート片サイズ：100×100ｍｍ以下 

・表面に汚れがある場合、長時間放置された試験片は試験できません 

 （但し、割裂し、新鮮な面を出すことにより試験可能です） 

 

５．活用実績（2020年9月1日現在） 

装置販売数 26台（九州 1台、九州以外 25台） 

 試薬販売数 52本（九州 5本、九州以外 47本） 
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